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        鈴木・大串年度テーマ 

『原点に戻ろう！ 

そしてさらなる飛躍を！！』 

            2 月の会長ポイントメッセージ 

             世界を見つめよう！ 
2004-05年度 国際ロータリー会長           私達はいかに恵まれているかが分かるだろう！！ 
   グレン E. エステス・シニア                   
                                  2 月は世界理解推進月間です 
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≪次回 2 月 9 日(水) 予告≫         

米山奨学生卓話                       小島富雄ロータリー情報委員長と坪田純一地区 

蔡 亦竹さん                 ロータリー情報委員長 

 

2 0 0 4～ 2 0 0 5 年 度    会 長 鈴 木   豊     幹 事 大 串   卓 
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例会報告 No.2022 1 月 26 日（水）晴れ  （司会 海老原良夫会員） 

本例会でのおもな事項        

   ＊会長挨拶          ＊ロータリー情報委員会 

 ＊誕生祝                      坪田純一ロータリー情報委員長 

ビジター紹介 

地区ロータリー情報委員長 坪田純一様 （ひたちなかＲＣ） 

誕 生 祝  おめでとうございます。      

☆配偶者  青木（正）会員   山野井会員 

 

諸 報 告 

国際奉仕委員会 （染谷秀雄委員長） 

１月９日より１月２２日までの２週間、ホストファミリー、会員の皆様、通訳をしてくださった皆様、ご協力あり

がとうございました。 

 

幹 事 報 告  （大串  卓幹事） 

週 報 受 理    龍ヶ崎中央ＲＣ 

例会変更通知受理   なし 

ＩＭのご案内・・・・・・・・・・２月１９日（土） １３時より   １０：３０に白井石油さん前よりバスが出発します。 

途中昼食の用意をしております。 

地区大会のご案内・・・・・４月３日（日）バスを用意します。出発時間は後日連絡いたします。 

また、地区大会終了後、第８分区観桜会に出席したいと思います。 

 

会 長 挨 拶 （鈴木  豊会長） 

こんにちは。今月は、ロータリー理解推進月間であります。今日は、ロータリー情報委員長であられます、

坪田純一様がひたちなか市からお越し頂きました。会員一同心から歓迎申しあげると共に後ほどの卓話

を楽しみにしておりますので、どうぞ宜しくお願い申しあげます。 

さて、1 月 12 日に行われました理事会の報告をさせて頂きます。 

職場訪問・・・・3 月 23 日（水） 谷和原のナショナル住宅見学  詳細につきましては後日 

振替休会・・・・2 月 23 日（水） ＩＭ分、  3 月３０日（水） 地区大会分 

以上が承認されました。 

今となってはあっという間に過ぎ去ってしまった感じがする、オーストラリアツウンバからの交換学生５人。２

週間という短い期間でしたが、染谷国際奉仕委員長を初め穂戸田委員の働き、また応援して頂いた会員

の皆様、そしてホストファミリー様、通訳の皆様の献身的なご協力を得、学生は日本滞在におおいに満喫

され、沢山の思い出を胸に秘めながら、２２日無事帰国されました。染谷国際奉仕委員長、そして協力者

の皆様に感謝申し上げます。ところで、私達の取り巻く環境は、望むと望まないに限らず大きく変わろうと

しております。まさしく平成の大変革であります。というのも、今年の８月つくばエクスプレスが開通すること

になりその周辺地域は特に、人の流れ、物の流れが大きく変わろうとしております。私達はその渦の中に

ありまさしくアンテナを高く張り、情報の収集、そして取捨選択をし、的確な行動が要求される時代に入る

ものと思われます。然しながらつい先日、水海道市の今後の運命を決めるとも言われる合併問題が、長年

積み重ね協議してまいりました、谷和原・伊奈といとも簡単に決裂し、今や石下町と話が進んでおります。

その是非を問う能力は持ち合わせておりませんが、言える事はどの街と合併するにつけ、次代を担う若い

人、子供が夢を持てる街にしたいものとおもっております。 
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ロータリー情報委員会 坪田純一地区ロータリー情報委員長 

ロータリー理解月間に寄せてお話をするよう要請があり、自分の未熟さを省

みずお邪魔致しました。 

私が生まれたのは、青森県弘前市です。私に奉仕の心を教えてくれたのは

父です。父は小児科の医師で、いまどきのコンビニ同様２４時間営業。どんな

時でも嫌な顔一つせず患者に接しておりました。多分診療所のベッドで仮眠

をとる程度の毎日だったのでしょう。父が、私たち兄弟や文庫に集まってくる

子供たちに決まって言う言葉がありました。「人のお世話にならぬよう、人の

お世話をするように、そして報いを受けぬよう」でした。このようなことや周囲の人々あるいは患者さんたち

への接し方を見ながら、生活の中で「寛容・奉仕の心、優しさ、いたわる、敬う」などの人間として最小限必

要なことを教えられ、自然と身につけることが出たのでしょう。           

日本では１９２０年東京ロータリークラブが誕生、当初の例会は毎月１回という変則的なもので、会員の出

席も決して良いとは言えず、設立当初から存続が危ぶまれるほどでした。この次期に、ロータリアンの意識

改革の引き金になったのが「関東大震災」です。創立後、僅か３年にも満たない東京ＲＣの会員にとって、

名も知らない全世界のロータリアンやクラブから寄付が届けられ、この無我の奉仕活動は、まさしく目から

ウロコが落ちた思いであったようです。 

ぜひ読んでほしい図書  “ふりかえれば未来が見える・・・・・芝 染太郎伝” 

芝 染太郎氏は、東京ロータリークラブの創始者である、米山梅吉初代会長が最も信頼を寄せた友人の

一人でした。当時、ジャパンタイム社長であった、芝 染太郎は滞米２６年の英語力を活かし、わが国ロー

タリー運動の草創期から第二次世界大戦直前まで、逆風吹き荒れる２０年間米山梅吉氏を支え、舞台裏

のプロデューサーとして、極めて中心的な役割を果たしております。しかもわが国のロータリークラブが、

国情の変化によって解散せざるを得なくなった１９４０年（昭和１５年）茨城県鹿島の地（現、神栖町）に疎

開しながらロータリーの灯を消すことなく、晴耕会なる隠れロータリークラブを作り、人々の貢献、奇しくも

日本ロータリーが国際ロータリーに復帰できた１９４９年（昭和２４年）の７月１６日、茨城のこの地で生涯を

終えられました。 

このところロータリー活動で気になること・・・・・ロータリーと親睦 綱領 第1項 奉仕の機会として知

り合いを広めること。・・・・・ロータリーにおいて一番大切なことは、会員同士の親睦を深めることだと説く人

がいます。これは間違いです。親睦を深めることは、ロータリー運動の前提であり、目的ではありません。

何故「親睦を深めること Promotion of fellowship」ではなくて、「知り合いを広めること Development of 

acquaintance」と書かれているかを考えなければなりません。１９０６年、シカゴで最初に制定された定款に

は「親睦を深めること The promotion of good fellowship」とはっきり書かれています。会員同士の親睦を第

一に考えましたから、それを阻害する要因を除くために、一人一業種の職業制度を採用しました。必要な

ものは全てロータリアンの事務所から調達しなければならないという習慣をやめて、取引の対象をロータリ

アン以外の人にも広げていくことを提言したのがフランク・コリンズであり、１９１１年に発表された Service, 

not self です。１９１２年のドイルース大会で採択されたロータリーの綱領は「Fellowship」に代わって

「Acquaintances」という言葉が始めて登場し、その言葉が現在も引き続き綱領の中に使われています。 

・ ロータリー財団は政治的中立性が保たれていない。何故ならロータリー財団は米国イリノイ州で認め

られたもので、アメリカ連邦法とイリノイ州法が適用され、アメリカの敵対国には義援金が届けられない。

いずれ中立国へ移動させることが必要 

・ ＩＴ情報 非英語国の立ち遅れが懸念される。また情報費用の有料化がいずれ論議される。 

・ ポリオ・プラスの後は何を・・・・疫病対策（特にエイズ対策） 

・ ＲＩ理事会の構成は米国人比率が多く、米国の国策が政教一致。ここに他国の反発がある。 
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・ ロータリーの第一、第二のモットー不要論、年次テーマ不要論も出ている。主として欧州地区提案。

第一、第二テーマの存続を訴えるのは日本だけ。 

・ 増強は「量より質」 

・ 増強に関する問題：会員資格、裁量権のない人の入会。規定審議改定案議題で「善良な人」だけで

よいという意見もある。 

 

出 席 報 告 （角田雅宣委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜 暇 メーク 

５０名 ３９名 １１名 １名 １１名 

出席率 １００．００％ 

 

ニコニコボックス （青木正弘委員長） 

・誕生祝御礼 ≪配偶者≫青木（正）・山野井  各会員 

・百周年の橋を一緒に渡りましょう。  坪田様 

・ロータリー情報委員会から、今日の卓話を宜しくお願いします。  小島会員 

・褒められました。          北村（仁）会員 

・奥様の誕生祝のプレゼントを間違えてお渡ししてしまいました。大変申し訳ありませんでした。なお、  

お渡しした品物は一昨年のものですので、そのままお使いくださって結構です。    武藤会員 

・今年初出席です。宜しくお願いします。                    松崎会員 

・新年会お世話になりました。また、染谷国際奉仕委員長始め委員会の皆様そしてホストファミリーの皆様

ご苦労様でした。                                          島田会員 

・例会欠席して申し訳ございません。        石塚（利）・染谷（正）  各会員 

・満月の新年会間違えて水海道ゴルフ場に行ってしまいました。      斉藤会員 

・新年会無断欠席しました。         田中会員 

・交換学生の受入をされた方ご苦労様でした。          横山会員 

・交換学生滞在期間、関係の皆様ご苦労様でした。       石塚（克）会員 

・新年会欠席しました。染谷委員長ご苦労様でした。       五木田・大塚  各会員 

・オーストラリアの留学生を楽しく２週間を過ごせましたが、その後家内がダウンしました。 青木（清）会員 

・交換学生達が無事帰国しました。ホストファミリー及びご協力頂きました会員の方々どうも有難うございま

した。                                               染谷（秀）会員 

・新年会ご苦労様でした。国際奉仕委員会の皆様、ツウンバの学生ご苦労様でした。   大串会員 

・先週の新年会には、多数のご参加を頂き有難うございました。また国際奉仕委員会の皆様ご苦労様で

した。今日卓話をお願いしました坪田情報委員長さん、宜しくお願いします。      鈴木（豊）会員 

・国際奉仕委員会及びホストファミリーの皆様お疲れ様でした。また、新年会ご馳走様でした。   

青木（正）会員 

・交換留学生の受入ご苦労様でした。遠く青森のＮＴＴの佐藤さんからもヨロシクとの事で電話がありまし

た。今回訪問されたローレンさんの姉メリッサからのメッセージとプレゼントを友部の自宅に贈ったお返し

にＴＥＬが入りました。青森は、昨日 1ｍ30ｃｍの雪が降ったそうです。3 月末に退職してこちらの方に戻っ

てくるとの事です。その時はヨロシクとの事でした。                    熊谷会員 

入金計 ￥５６,０００ 累 計 ￥１,６０６,０００ 

会報委員会   委員長 斎藤広巳   副委員長 大塚令昌 
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